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名城大学薬学部（名古屋市天白区）は、地域住民、認知症のある方やそのご家族、本学学生が世
代を超えて交流する認知症カフェ「なごやかカフェ第 2 回」を 3 月 7 日（土）に開催します。予約
不要でどなたでも入場料無料です。地域と大学が協働して取り組む認知症支援活動を、ぜひご取材
ください。 

 
【１．ポイント】 
・本企画は、学生が主体となって運営する地域連携型の取り組みで、認知症への理解促進と世代間
交流が目的です。 

・学生が制作したオリジナルの「人生ゲーム」で、子どもの頃の思い出や忘れられない出来事な
ど、誰もが語れるエピソードを取り入れることで緊張を和らげ、自然な対話が生まれるよう工夫
しています。 

・医療職を目指す学生にとっては実践的な学びの場となり、地域住民にとっては安心して交流でき
る居場所づくりを目指します。 

 

3/7 薬学部生による第２回認知症カフェを開催 

オリジナル「人生ゲーム」で世代間交流を促進 
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日 時 2026年３月 7日（土） 13：00～15：00 

場 所 
名城大学八事キャンパス薬学部 3号館 1階 102教室 
（名古屋市天白区八事山 150） 

イベント名 名城大学薬学部認知症カフェ「なごやかカフェ第 2回」 

対象 地域住民の方、認知症のある方・ご家族、本学学生 ほか 
事前予約不要、入場無料 

協力 名古屋市天白区西部／東部いきいき支援センター 
主催 名城大学 

お問い合わせ 名城大学薬学部 間宮隆吉 mamiya@meijo-u.ac.jp 

取材要領 

腕章着用にご協力をお願いします。 
取材していただける場合は、3月 6日（金）15：00までに 
koho@ccml.meijo-u.ac.jpへメールでお知らせください。 
タイトルは「第 2回認知症カフェ／社名」とし、本文には 
①部署名 ②担当者名 ③電話番号 ④参加人数 をご明記ください。 
なお、八事キャンパスには駐車場のご用意がありませんので、公共交通機関や
タクシーでお越しください。 

 
【２．企画背景】 
日本では高齢化の進展に伴い、認知症は誰にとっても身近な社会課題となっています。一方で、

若い世代が認知症のある方と直接交流する機会は限られています。 
本学薬学部では、将来医療職として社会に関わる学生が、地域とともに学び、実践的に成長する

機会を重視しています。本カフェは、教室で学ぶ知識だけでなく、実際の対話や交流を通して「相
手を理解する姿勢」「寄り添う力」「コミュニケーション能力」を育むことを目的としています。 
「なごやかカフェ第 1 回」は 2025 年 9 月 20 日に開催され、名古屋市天白区の高齢者を中心に

57人が参加し、大盛況となりました。 
 
第 1回（2025年 9月 20日開催）の様子 
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【３．「人生すごろく」の特徴】 
今回の目玉企画である「人生すごろく」は、学生が制作したオリジナルの「人生ゲーム」。参加

者がサイコロを振り、止まったマスのテーマに沿って人生のエピソードを語る交流プログラムで
す。 
子どもの頃の思い出や忘れられない出来事、大切にしている言葉など、誰もが語れるエピソード

をゲーム形式で取り入れることで緊張を和らげ、世代や立場を超えた自然な対話が生まれるよう工
夫しています。 
学生にとっては傾聴力や対話力を実践的に学ぶ機会となり、参加者にとっては語り合いを通じて

心豊かな時間を過ごしていただく場となります。 
 
【今後の展望】 
本取り組みは単発のイベントではなく、地域と大学をつなぐ継続的な活動として発展させていく

予定です。世代を超えた交流の場を広げ、認知症への理解促進と地域共生社会の実現に貢献してま
いります。 
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